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（１）公益性について

（２）県行政との関連性について

（３）民間代替性について

No.

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

No.

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

2

４ 11 ９ 10 ９

自己評価（目標未達の場合はその理由） 今後の取組方針（目標未達の場合は必ず記載）

　企業等と連携し、乳がん等の女性のがんに関するセミナーを開
催するなど、県民に分かり易い効果的な事業を実施できた。

備考

　県が定める「かながわ健康プラン２１」において本県の広域的な健康づくりの推進母体として位置づけられ、計画に掲げる
「高齢者の健康」に係る事業などを県と連携して実施し計画目標達成の一翼を担っている。

　財団事業については、県のほか市町村、地域、関連団体等と連携体制を確立して広域的に展開しており、民間が同様に対応す
ることは困難である。なお、臓器移植に関しては、現行法制度下で民間が担うことはできない。

【県民サービスの向上】

項目 単位 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度

７年度 ７年度自己評価

がん予防等普及啓発と団体・
企業等との連携による講座・
イベントの実施

件 Ａ
８ ９ ９

５ 11 10

９ ９

３年度 ４年度 ５年度 ６年度

17.16

経営改善目標の達成に向けた取組状況

  健康づくり事業については、人生100歳時代の長い人生を充実したものとしていくための土台となる心身の健康の維持・向上の
一助となるよう、講義、実践指導、人材育成、健康度測定、啓発イベント等の事業推進に当たり、地域や職域のニーズに応える
企画提案力を一層強化すること、若年層から高齢者層までの幅広い年齢層への一層の浸透を図っていくこと、オンラインによる
研修等の実施、動画配信による講義、Web版の健康教室開催など工夫を凝らした事業運営を行うことが課題である。
　がん対策推進事業については、一生の間に２人に１人はかかる「がん」の予防知識、検診受診奨励の効果的な普及・啓発や、
「女性のがん対策」・「小児がん患者への支援」・「患者家族への支援」などの事業を着実に推進するとともに、これらの事業
を実施するに当たりオンラインセミナー、動画配信など工夫を凝らすこと、そして限られた財源の中で効率的・効果的に実施す
ることが課題である。

アイバンク・臓器移植推進事業については、県民の移植医療に対する理解を深めるとともに、角膜提供登録の推進及び臓器提
供に係る意思表示の促進を図るために、普及啓発、医療機関への体制整備支援を更に推進していくことが課題である。

４　経営改善目標の達成に向けた取組実績等（法人）

３　法人の県主導第三セクターとしての検証（所管課）

県出資率

1

健康づくり実践活動の普及推
進と団体・企業等との連携に
よる事業の実施

回

自己評価（目標未達の場合はその理由） 今後の取組方針（目標未達の場合は必ず記載）

10 10 10 10

10

７年度自己評価

Ａ
５

　県民ニーズを踏まえた、工夫を凝らした事業を提案し、関係団
体、企業等と積極的に連携するなど啓発することが出来た。

10

備考

項目 単位

　超高齢化の進展やコロナ禍の経験等により県民の健康意識が一増高まる中、健康づくりの促進、がん対策及び角膜・臓器移植
の推進といった今日的課題に対応した極めて必要性の高い様々な事業を実施している。

専務理事（理事長代行）　山田 泰志

116,984,891 円

（様式６）

所在地 横浜市中区富士見町３－１ 電話番号 045-243-5021

* 項目ごとに、下段の（　）内に目標を、上段に実績を記載してください。

２　法人運営における現状の課題（法人）

１　法人の概要（令和８年７月１日現在）
法人名 　（公財）かながわ健康財団

基本財産等 681,800,000 　　円 県出資額

設立年月日 平成２年10月１日（平成22年４月１日公益法人化） 代表者名

公益法人用



No.

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

No.

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

No.

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

No.

( ) ( ) ( ) ( ) ( )
角膜あっせん手数料収入 千円

4,438 4,050 3,240 3,445 8,910
Ａ

6,000 8,000 10,000 11,000 11,000

自己評価（目標未達の場合はその理由） 今後の取組方針（目標未達の場合は必ず記載）

備考

項目

７年度 ７年度自己評価

単位 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ７年度自己評価

寄附金（企業・団体・個人） 件
23 16 27 29 29

Ａ
25 26 27 28 29

自己評価（目標未達の場合はその理由） 今後の取組方針（目標未達の場合は必ず記載）

ホームページでの寄附呼び掛け、財団主催事業等での呼び掛け
などあらゆる機会を捉え寄附を促している。寄附者の増加により
目標件数は達成した。

ホームページや財団イベントの活用に加え、新たな呼
び掛け方法も検討するなど、引き続き、寄附への協力を
推し進める。

備考

3

県民のドナーに対する理解を
深めていくための啓発活動

件
７ 12 11 ９ 12

Ａ
７ ８ ８ ８ ８

自己評価（目標未達の場合はその理由） 今後の取組方針（目標未達の場合は必ず記載）

　臓器移植や角膜移植に対する県民のドナーに対する理解が十分
ではないため、積極的な広報に努めて理解を深める必要があるこ
とから、関係団体や当財団の健康づくり事業、がん事業と連携
し、あらゆる場を通して広く県民に対して効率的・効果的な普及
啓発活動等を行った。

　引き続き関係団体や医療機関に対し移植医療に関する
チラシやリーフレットを積極的に配布するとともに、献
眼に関しては県内ライオンズクラブ等と連携しチラシや
リーフレットを配布し、効率的・効果的な普及啓発活動
を行う。

備考

３年度

４ ３

２

　自治体等からの情報収集、企業団体への提案、実施方法の工夫
に努めるなど、積極的な働き掛けを行った。

３

自己評価（目標未達の場合はその理由） 今後の取組方針（目標未達の場合は必ず記載）

４ ４
Ａ健康づくり事業における新規

の受注案件獲得件数 ３ ３ ３

備考

件

項目 単位 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ７年度自己評価

項目 単位 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度

　令和７年度はコロナ禍以降、低迷していた状況が一変し、献眼
連絡件数及び角膜のあっせん数が増えた結果、手数料収入も大幅
な増収となった。目標未達ではあるが、財団としては、普及啓発
活動を着実に進めてきたこと、そして医療機関や関係機関との連
携を密にして信頼される角膜移植コーディネート業務の取組を実
現できたことが実を結んだ結果と考えておりＡ評価とした。

　令和８年度も引き続き県民の移植医療に対する理解を
深めるための啓発活動に努めるとともに、医療機関や関
係団体等との連携を密にして取り組む。また、夜間・休
日も含めた円滑なあっせんを行う角膜移植コーディネー
ター体制を整え、目標達成を目指す。

項目 単位 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ７年度自己評価

５

【収支健全化に向けた経営改善】



（単位：千円、％）

資産

流動資産

固定資産

負債

流動負債

固定負債

正味財産

指定正味財産

一般正味財産

経常収益

経常費用

事業費

うち人件費

管理費

うち人件費

評価損益等計

評価損益等調整前当期経常増減額

当期経常増減額

経常外収益

経常外費用

当期経常外増減額

当期一般正味財産増減額

指
定
正
味

当期指定正味財産増減額

正味財産期末残高

15,583 19,970 11,167 △ 44.1
６年度は退職金支給のための未払金が一
時的に増えているため

25,815 △ 21.5

9.8

112,580 113,350 106,843

区分

799,124 753,354 721,678

７年度
増減率

（前年度比）

753,354 721,678

130,709 134,908 3.2

貸
借
対
照
表

△ 5.7

747,493

増減率
（前年度比）

△ 4.9

備考

792,611 744,979 699,435

５年度 ６年度 備考

区分

５　財務状況（法人）

△ 6.1

36,663 32,876

835,786

43,175 41,251 48,058 16.5 現金預金の増

５年度

21,079 12,906 14,648 13.5

６年度 ７年度

786,230

△ 4.2

658,918 622,645 586,769 △ 5.8

140,205

△35,876

5,521

118,166 116,589

121,471 117,322 △ 4.2

8,890 9,130 14.8

△ 10.5

127,986

△3,305

3,518

△5,891 10,664

4,500

10,480

73,607

△13

122,480

正
味
財
産
増
減
計
算
書

一
般
正
味
財
産

80,978 82,201

△3,318 △9,497

799,124

0 0

△3,318 △9,497

0

△3,606

3,383 3,492

0 0

△5,144

△0 △1,321

4,200

△12,412

△ 4.2

△36,273

3,179

0.8

角膜あっせん手数料収入の大幅増、常勤
ポスト兼務化による人件費の減など



（単位：千円、％）

補助金

交付金

負担金

貸付金

利子補給

合計

※第三セクター等の指導、調整等に関する要綱に基づく支援区分

委託料（指定管理料含む）

合計（県の財政的支援＋委託料）

債務保証（残高）

正味財産比率 正味財産/（負債＋正味財産）

流動比率 流動資産/流動負債

人件費比率 人件費/経常費用

管理費比率 管理費/経常費用

５年度 ６年度 ７年度

県の財政的支援の割合
（合計/経常収益）

県
の
財
政
的
支
援
※

７　取組実績等についての総括（所管課）

　令和７年度は、昨年度に続き、健康づくり事業については、関係団体、企業等と積極的に連携し、県民ニーズを踏まえた工夫
を凝らした事業を提案、啓発を行い、「県民サービスの向上」の３項目すべてにおいて目標を達成したことは評価できる。
　さらなる収益増に向け、企業、団体等幅広い顧客の開拓に引き続き取り組み、地域や職域のニーズを的確に捉え、世間のトレ
ンド等を見据えながら積極的にニーズの掘り起こしを行い、企画提案していくことを期待する。

今後も収支の改善に向け、収入においては、事業収入に加え、寄附金に対する税の優遇措置といった公益財団法人としてのメ
リットを生かし、がん対策推進事業における「かながわがん対策募金（平成28年度設置）」への企業・団体・個人からの一層の
寄付金の確保に努め、経費においては、事業展開にあたり団体、企業との共同実施など工夫をすることで、事業経費の削減を
図っていく必要がある。
　また、本県の健康づくり施策の推進母体として市町村を越えた広域的な事業等に取り組むとともに、市町村等の事業を積極的
に支援するなど、本県の施策と連携した効果的かつ効率的なサービスの提供を行うことを通じた自立的な財団運営の継続を期待
する。

８　第三セクター等改革推進会議の総合評価・今後の取組に向けた意見

評価結果

概ね着実に取組が進められている。
Ａ

　平成27年度より、県補助金の削減等を踏まえ、人員体制整備、新規メニュー導入（健康づくり）、事業内容の見直し（がん対
策）、提供角膜の品質向上等（角膜・臓器移植）を図ることで、健全な事業運営及び財団運営を目指してきた。
　健康づくり事業については、健康寿命の延伸及び心身のセルフケアを奨励するため、県の未病改善と連動し、一層効果的な取
組を進める必要がある。また、市町村受託について、入札による受注単価の低額化、受注減が続いているため、更に企業・団体
等を対象に企画提案を強化していく必要がある。なお、事業実施に当たり、オンラインによる研修等の実施、動画配信による講
義、Web版の健康教室開催など工夫を凝らした事業運営を行うことができた。
　がん対策推進事業については、県、関係団体の協力を得ながら、がんと共存する社会に目を向ける事業に取り組んでいるが、
財源が限られている中で、効率的・効果的に実施する必要がある。事業実施にあたっては、引き続き、オンラインセミナー、動
画配信など工夫を凝らすことが出来た。

アイバンク・臓器移植推進事業については、県民向けの啓発、医療機関に対する支援に着実に取り組んでいくため、臓器移植
コーディネーターを２名配置し、角膜移植コーディネーターを兼務する体制を構築し、医療機関における移植医療を積極的に推
進するよう院内コーディネーターの育成に努める。また、献眼件数の増加に向け献眼登録者数を増やすための普及啓発を積極的
に行い、献眼対応を夜間・休日も含めて円滑なあっせんが行えるよう努めることにより目標達成に向けて取り組む。

６　取組実績等についての総括（法人）

33,111 33,111 33,111

区分 ５年度 ６年度

6.3

28.0

増減率
（前年度比）

指標

28.4 25.9 △ 8.9

33,111 33,111 33,111 0.0

計算式 ５年度 ６年度 ７年度

△ 5.3

54,245

87,356 87,305

増減率
（前年度比）

備考

備考
増減率

（前年度比）

0.0

7.3 7.5 8.9 19.8

県の財政的関与の割合
（合計（県の財政的支援＋委託料）/経常収益）

損失補償（残高）

69.4 70.0 65.7 △ 6.0

95.6 96.5 0.8

277.1 206.6 430.4 108.3

95.8

参
考

②

73.9

90,717

74.9 70.9

54,194 57,606

3.9

備考

①

区分

７年度




